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JST共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）の概要

（出典）JST公募説明会資料より抜粋 2



未来のあるべき社会像（拠点ビジョン）
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新型感染症対策 脱炭素気候変動に強い農作物

国産ゲノム編集技術・
スマート⽣物⼯場

バイオ医薬品の開発
微⽣物でCO2吸収・
有⽤物質⽣産

バイオものづくり
データ駆動型ゲノム育種
（デジタル育種）

品種改良の超⾼速化

「バイオ」と「DX」の異分野融合で⼈類が直⾯する社会課題を解決

ゲノム編集×昆⾍・作物×DX ゲノム編集×鶏卵×DX ゲノム編集×藻類×培養×DX



“デジタル化”
⽣物の

“プログラミング”

ターゲット２

ターゲット１

ターゲット３

⾷料問題を解決する
フード＆アグリテック

カーボンゼロを推進する
バイオものづくり

バイオDXによる
健康福祉の増進

SDGs達成に貢献する3つのターゲットを設定
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バイオＤＸ産学共創拠点の概要図
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■ビジョン

■ターゲット
1.⾷料問題を解決する
フード＆アグリテック

3.カーボンゼロを推進する
バイオものづくり

Bio-Digital Transformation（バイオDX）で
持続可能な発展を導くバイオエコノミー社会を実現

2.バイオDXによる
健康福祉の増進

○SDGs/パリ協定
○脱炭素・カーボン0
○新型感染症対策
○持続可能な⾷料⽣産

○SDGs未来都市
○スタートアップ・エコ
システム推進拠点都市

○地域バイオコミュニティ

＜拠点外の活動＞＜社会動向等＞

バイオ産業は2030年までに
約180兆円の巨⼤市場へ成⻑

課題① データ駆動型ゲノム育種（デジタル育種）技術の開発

課題② デジタル駆動による産業直結型ゲノム編集トータルパッケージの開発基盤
技術

実証
サイト 課題③ 家禽のデジタル育種とバイオ医薬品製造技術の開発

課題④ 微細藻類および植物による有⽤物質⽣産プラットフォームの開発 川崎

広島

広島



コンソーシアム活動拠点の機能強化

ゲノム編集イノベーションセンター
（広島⼤学イノベーションプラザ）

スタートアップ⽀援機能 シェアラボ機能

コンソーシアムの研究開発機能向上
社会実装を推進するスタートップ⽀援を実施

○ゲノム編集の実験設備類を整備
○コンソーシアム参画機関が利⽤する
ことが可能となる仕組みを構築

○商業登記可能なコワーキングスペー
スを整備
○スタートアップ⽀援の“ハコ”を提供

本格型では、共同
利⽤設備を拡充

プラチナバイオ社に
続くスタートアップ
を創出・育成

拠点の機能・魅⼒向上
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